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農業・農畜産物・表示等との係わり

1995年：JONA事務局勤務

1997年：IOIA検査員資格取得

1999年：千葉県で新規就農

2002年：㈱農水産ID設立

2009年：JGAP上級審査員（ASIAGAP上級審査員）

2014年：安心農業㈱設立

安心農業株式会社・私の仕事

認証事業：JGAP／有機／原産地／特別栽培／特殊養殖／生物多様性（生きもの認証）

支援事業：GGAP／J・AGAP／ISO／HACCP／FSSC導入、手引書作成／食品安全、FD力評価

農水省：GAP研修／説明会講師、ガイドライン解説書作成、GAP推進検討委員、コンクール審査員

日本生協連／生協関連：GAP／GDP／GRP作成、産直支援研修／FD力強化

自治体／全農／全中：GAP研修、直売所開設、店長研修、表示／衛生管理研修 等

検査業務

有機認証

経験取得

周辺事業

管理手法

事業発展

2

自己紹介／弊社業務

GAPに出会う

認証始める

「有機」から「生きもの認証」へ「有機」から「GAP」へ
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事例 １
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千葉県八街市・・・こんなところで農業を。

水不足
火山灰土壌

大区画
根菜中心

耕作放棄地
太陽光パネル

でもオオタカや
ハヤブサが舞う

裏庭は草地
たくさんの野花



Section 1

GAP誕生の背景

流通・小売業がGAPを作ったわけ
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「食品の品質」への訴求
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安
全
性

嗜
好
性

栄
養
性

入
手
性

食の安全：客観的事実／当時の知見として食品が安全であること。
食の安心：消費者が主観的に食品が安全と感じること。

食品の特性と品質

（リービッヒの樽に例えると・・・）

１． 安全性（疑いが無い）

２． 嗜好性（美味しい）
３． 栄養性（栄養がある）
４． 入手性（経済・安価）

５． 希少性（珍しい）
６． 環境負荷が少ない（エコ）

品
質

食の安全：基礎／土台。崩れると信用を失い、信頼が崩壊する。

事故のたび
注目集まる

食品事故の
影響大

「高品質」な食品の条件

日常生活で
重視

対外的に
アピール可

普段は気にしない。
表面化しない。

養蜂産品の
危険性は？

健康に係る
リスク高い

「安全」「危険」は
見つけにくい。

「選ぶ」
理由

「選ば
ない」
理由
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管理徹底
で事故減少

管理徹底
で事故減少

安全な商品を届ける≒流通・小売業の責任

管理徹底
で事故減少

消
費
者

生産現場

生産者

生産団体

中間流通

流通業

食品加工

市場・卸

最終小売

小売店舗

外食産業

直売・宅配

圃
場
作
り

播
種
・
定
植

栽
培
・
防
除

収
穫

出
荷

荷
受

保
管

加
工
･
小
分
け

ｾ
ｯ
ﾄ

出
荷

企
画
・
計
画

宣
伝
・
表
示

荷
受

陳
列
・
入
替

販
売

なぜ「流通・小売り」が
GAPを作ったか・・・
考えてみよう
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川上で「事故」があれば・・・
全体が汚染（＝被害）

「関係者」の多さ

事故を起こすと
一蓮托生、致命的

小さな工程管理
適正農業規範

小さな工程管理
適正流通規範

小さな工程管理
適正販売規範

「繋がり」が複雑だと・・・

「道のり」が長いと・・・
汚染が生じる 品質が低下する 情報が途絶える 確認が困難・・・

最終製品に責任を負う

ならば



事故を
起こすと
市場から
退場

欧米小売業界がGAPを作った理由
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• 農畜産物は市場経由で調達する。
• 事故を起こした産地を変更できる。
• 生産者が小規模で家業の域を出ない。
• 農産物（青果・米）は国産がほとんど。

• 農畜産物は契約取引がほとんど。
• 農畜産物の生産者が大規模事業者。
• 契約外農場からの仕入れはコスト増になる。
• 農畜産物は輸出・輸入するのが普通

JA／産地の事故は、
農家・産地の責任。
産地を替えるだけ。

食品＝安全が前提なのに
食品安全や組織管理

まで産地間競争の要素？

国際標準となる
「GAP」があると便利。「認証」が有利販売

の材料になると
市場にはコスト増。

未然防止
の考えが
未成熟

契約農場の事故は、
店舗の損失に直結。

事故が発生すると
指導が不十分
＝店舗の責任。

「

契約栽培／生協産直
イオンPB／加工原料供給
直売所／外食産業
養蜂産品の主流は
どちらの形態？

事故をへらすために、
監査を強化する。

教育の
ためには
教科書が

1997年
EUREP GAP誕生

「やらされる」感が
抜けきらない

「市場」から
要求されない
理由・・・

しっかり
教育・指導
メリット大



「事故なんて」じゃない。「自分に」と想像する／させる
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これまで事故も
医薬品の間違いも
起こっていないし・・・

市場、取引先や
消費者からの
言われても・・・

ミツバチの排泄物により洗濯物が汚れ、
周辺住民から苦情が・・・

飼料添加物の確認が不十分で
残留抗生物質が検出されたら・・・

養蜂産品にガラス片が入っていることに
気づかずに異物混入事故が発生したら・・・

遠心分離機の駆動部に手指を巻き込まれて
一家の大黒柱が怪我をしたら・・・

劣悪な労働環境のために
若手の作業員が退職してしまったら・・・

移動作業に追われ過積載を
繰り返し、交通事故を起こしたら・・・

身近な話題に

労働安全＝
人道的責任

流通が作った
「道具」だけど・・・

環境保全＝
人類の責任

食品安全＝
暗黙の了解

労務管理＝
社会的責務

自分に関係ない
から・・・

事故の損失は？

事故で困るのは？

GAPは教科書

まさに「守備力」の強化。
守備は「出来て当然」と片付けられている

「自分に責任はない」と
言い切れるだろうか・・・

ミツバチ2021-2030 A.Fujii©



事故を起こさない＝守備力の高い養蜂場へ

農業生産工程管理（GAP＝適正農業規範）は
① 事故やエラーを無くす、減らす
②事故やエラーに対処、対応する
ための道具＝管理方法／手段

今までは後始末。今後は未然防止＋事後対応

守備力の強化＝GAP取組みのメリット
逸失利益を低減し、最大利益の確保
迅速な対応で信頼喪失を軽減

環境破壊 労働事故

未然防止

事後対応

結果的に小売業／消費者の
期待に応えることに。

優先順位の高いもの
緊急対応を要するもの

チェックシート
＝守備範囲を
有効に活用する

結果的に経営のコストを低減し
無駄を減らすことができる。
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でも・・・
何を練習すれば
強化できるの？

日本では「守備力」
すら産地間競争の
対象になってしまう。

ということは・・・
守備力弱いと産地と
して生き残れない・・・

弱点は
どこ？

法令違反 汚染食品

本来は
非競争分野
だけど・・・

でも・・・
これからは
事故無い＝
安心な取引

労務ﾄﾗﾌﾞﾙ

守備力高い
＝経営安定

家畜衛生

アニマル
ウェルフェア

ミツバチ



Section 2

GAPの概要

（養蜂にも使える）世間が注目するGAPの仕組み
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食中毒事例：何が原因？こんな事故を起こしたら・・・
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水？

後から原因調査は
難しい

土？ 器具？ 人？

「人」の健康被害
取り返せない

ミツバチ

業界全体の
大損失
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GAPの基本①：「工程管理」の導入
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施
設
整
備

導
入

給
餌

飼
養

健
康
管
理

防
疫

搬
出

飼養管理

養
蜂
産
品

修
繕
／
清
掃

女
王
蜂
／
幼
生
飼
育

飼
料
／
添
加
物
／
水

蜜
源
／
環
境
／
糞
尿

観
察
／
予
防

医
薬
品
／
廃
棄
物

事故後に原因を
見つけるのは大変

途中段階で原因を
見つければ・・・

出荷する前に事故品
／不適合品・・・
であることが判明！

結果が分かった時には・・・
すでに出荷直前／出荷後！

小売に
届いている

小売に
届く前

だから
手が打てる

事故に
ならない

消費者に
届いている

だから
事故になる

ここで
チェック

ここで
チェック

ここで
チェック

ここで
チェック

ここで
チェック

それぞれ
記録

どの品物
が入る？

あなたなら、どちらから仕入れますか？
養蜂場経営には・・・ＧＡＰが便利／有利では？

インプット
分かる？

出
荷
記
録

ミツバチ2021-2030 A.Fujii©



GAPの基本②：未然防止＋迅速回収＋補償対応

対象／視点

管理／注意する
項目／視点は3点

環境保全（増進含む）

食品安全（表示含む）

労働安全（資格含む）

対策／対応

手法は2点
発生させない／発生したら

未然防止（対策）

事後対応（対処）

ﾌﾟﾛｾｽ･ｹﾞｰﾄ･ﾁｪｯｸ

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ

管理基準設定

保険・補償
リスクはあるか？

どう防ぐか？

どう軽くするか？

主な項目は
３×２
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審査見積／審査申込み
受審計画

GAPの基本③：PDCAで継続的に改善
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計画 実行

点検改善

実行

組織体制の整備
現場の整理・整頓
マニュアルの作成
記録の保管
リスクの抽出

リスク低減対策の決定

点検

審査の受入
現地審査

不適合の抽出
改善要請／是正要求

改善

是正措置の検討
是正の実行

改善状況／結果の報告
改善措置の維持

養蜂場を
自己点検

外部監査・
審査を活用

養蜂
専門家

養蜂
専門家

GAP点検
認証制度
指導を活用

だから・・・
経営改善／
事業見直しに
使う「道具」

GAPは
こんな

構造の「道具」

GAP
指導員

GAP
指導員

2021-2031 A.Fujii©

協会
職員

協会
職員

ミツバチ

大切なのは
自ら改善



（SDGｓ）
生物

多様性
Animal 

Welfare
家畜
衛生

(SDGs)
人権
福祉

労働環境
作業条件

生産環境
水質・土壌

農畜産物
出荷物

商品事故発生 環境破壊発生

GAPの5つの効果：「3つの安全」（＋労務）＝経営安定

労働災害発生

持続可能な農場経営
「良い養蜂場」

自
然
災
害

食べものの生産・取扱 ／ 地域に密着 ／ 事業者としての責任
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＋計画・効果の検証、知的財産、責任体制、商品管理 ＋社会正義、社会貢献、資源保護、事後対応訓練

さらに

流通
消費者

地域
社会

家族
組織

豊かさ

安定感

信頼

景観美味しさ

楽しさ

季節感

癒し社会福祉 安心感

共感 快適

雇用

社会貢献

やりがい

やすらぎ

生きがい

地域社会

＋１

国際水準

国際水準

食品
安全

労働
安全

労務
管理

国際水準

経
費
高
騰

環境
保全

ミツバチ



Section 3

GAPの中身

「養蜂GAP」の守備範囲は・・・
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GAPでの管理対象／方法は・・・ほぼ同じ
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日本GAP協会「JGAP 管理点と適合基準 家畜・畜産物 2017」より 抜粋

「家畜衛生」は
病気をまん延
させないために。

「快適な環境」は
ミツバチの

幸せのために。

ミツバチ

JGAP畜産では

「何のために」
養蜂GAPを定めたか、
目的を理解する。
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あなたの「良い養蜂場」＝目標は？

18

あなたが考える「良い養蜂場」（「良くない養蜂場」）とは、どの様な養蜂場ですか？
将来、どんな養蜂場にしたいですか？
「良い養蜂場」にするために、何をすべきでしょうか。

WS １

だからこそ、自らの
「良い養蜂場」を明確にする

守備を鍛えて、継続的
改善で、何を目指すか

「良い養蜂場」＝目標
活動／行動の基準

何のためにGAP
に取組むの？

「何のため」の
管理方法か。

「何のため」の
管理対象か

2021-2030 A.Fujii©

GAPの本名 ＝
Good Agricultural Practices

ミツバチ



例えば・・・「養蜂場の見える化」では？

19

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

ミツバチ

1
養蜂場管理
の見える化

1
・蜜源の把握／地図の
整備

・養蜂場の周辺の様子が把握できる地図を保持していること。
・地図により、おおよその花期、蜜源が把握できること。
・地図は、少なくとも年1回、更新されていること。

2
・養蜂場の届出・許可
等、必要な手続きの遵
守

・養蜂振興法に基づき、都道府県に必要な届出を行っていること。
・養蜂事業の開始から、または他から蜂群を導入する、蜂群を移動するつど、
「転飼申請」を行い、許可を得ていること。

・養蜂産品を明らかにし、関連する法令を遵守していること。

・養蜂産品取扱施設の営業許可等、必要な届出を行っていること。
・国や自治体等の補助事業を活用している場合、仕様や用途等を遵守してい
ること。
・その他、消防法、自然保護地域での活動、地域の取決め、飼養群数の許可
等、必要な届出を行っていること。

3
・養蜂場の規模／組織
体制の明確化

・養蜂事業の概要、生産する養蜂産品もしくはサービス（ポリネーション）、及び
その販売／供給予定量を提示できること。
・養蜂場、養蜂場ごとの飼養（予定／最大）群数、蜜源等を説明できること。
・事業の経営、養蜂場の管理、養蜂産品の衛生管理、飼養管理、労働安全の
責任者等、本「養蜂GAP」が求める責任者を説明できること。

4
・事業に応じた税制度
の遵守

・（法人、個人の）事業に応じた税制度（事業税、確定申告、消費税、インボイ
ス制度等）を理解し、適切に申告し、遵守していること。

2021-2030 A.Fujii©
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農林水産省／都道府県の制度を
正しく理解していますか？

あなたの「養蜂」は・・・届出は不要ですか？

ミツバチ



例えば・・・「養蜂場の経営継続」のためには？

21

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

ミツバチ2021-2030 A.Fujii©

5
必要な手順
書の整備

11
・組織の運営、管理の
ための手順書の整備

・養蜂場の運営及び事業の承継、継続、周知のために必要な事項を整理し、
手順書に定めていること。

・定められた手順書に基づき、必要な記録を明確にしていること。

12 ・手順書の周知
・手順書の見直しの内容は、従業員など関係者に周知されていること。
・手順書の内容が、実態と整合していること。

13 ・手順書の見直し'
・法律制度や事業内容の変更、養蜂場の運営や事業計画の変更等に基づき、
手順書を見直していること。
・手順書への違反があった場合、適切に対処していること。

6
記録の作成
と保管

14
・事業継続のための記
録の作成

・養蜂場の運営及び事業の承継、継続、周知のために必要な記録を定め、作
成していること。

15
・記録ごとの保管年限
／保管方法のルール

・養蜂場の運営及び事業の承継、継続、周知のために必要な記録について、
保管年限を定めていること。
・必要な記録は、定めた保管年限を守って保管されていること。
・飼養管理、生産工程管理、衛生管理等の記録は、必要な期間、保管されて
いること。

16
・必要な記録の閲覧が
可能であることの確保

・必要な記録は、閲覧可能な状態に整理されていること。



事業の守備力は十分か・・・災害への備えは？

222021-2030 A.Fujii©

11.「組織の運営、管理のための手順書の整備」
には、BCP策定も含まれる。

ミツバチ



例えば・・・「飼養管理」で汚染を防ぐ

23ミツバチ

14
飼養群数
の管理

34・飼養群数の把握
・飼養する都道府県の規定に従い、飼養群数を管理していること。
・都道府県からの飼養群数、養蜂場の場所等の問合せに適切に対応してい
ること。

15

放射性物
質／土壌
汚染地域、
その他汚染
源への対

応

35
・蜜源の地域の放射性
物質汚染リスクの把握

・養蜂場、巣箱の設置場所、蜜源に放射性物質の汚染がないか、リスクを
評価していること。

36
・放射性物質汚染リスク
のある地域の回避

・養蜂場、巣箱の設置場所、蜜源に放射性物質の汚染リスクがある場合、
その場所を回避していること。

37
・土壌汚染地域の情報
の把握

・養蜂場、巣箱の設置場所、蜜源が土壌汚染地域に該当しないか、リスクを
評価していること。

38
・土壌汚染地域に該当、
隣接する場合の対応

・養蜂場、巣箱の設置場所、蜜源が土壌汚染地域にある場合、汚染が生じ
ないように対策を講じていること。

39
・その他、汚染源となる
施設の把握と対応

・畜産施設、廃糖液を排出する施設等、ミツバチが寄り付きやすい施設を把
握し、養蜂産品の汚染源とならないように管理していること。

16

飼養管理
のために使
用する水の
安全性

40
・手洗い、器具洗浄、散
水等、使用する水の水
質を把握

・手洗い、器具の洗浄、巣箱の設置場所、蜜源への散水など、養蜂場の管
理のために使用する水について、水源を把握していること。

・養蜂場の管理のために使用する水について、水質を把握していること。

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

2021-2030 A.Fujii©



「食品安全」の管理対象
生物的ハザード

・ 病原細菌／病原微生物

・ ウィルス／プリオン蛋白

・ 寄生虫／原虫

・ 感染症

・ 腐敗／変敗

・ アレルゲン

化学的ハザード

・ 農薬／抗生物質

・ ダイオキシン類

・ 洗剤／施設使用薬剤

・ 重金属

・ 油脂酸化物

・ 硝酸／シュウ酸

・ 自然毒／生物産生毒素

・ カビ毒

物理的ハザード

・ 原料由来の骨／獣毛／殻／繊維組織／石／刺突物／付着物

・ 施設由来の機械部品／ガラス／樹脂／資材／石／塵芥／硬質物質

・ 作業・作業者由来の毛髪／装身具／備品／持込み品／硬質物質

１．国内法令

２．国内通知、指針

３．国際規格

（Codex規格）

４．その他、リスク評価

に基づきリスク管理

が必要と考えられ

るもの

2021-2030 A.Fujii© 24

増える可能性も

生命を脅かす

目に見えるから… 農水省
「リスクプロファイル」

を参照する

放射性物質

「養蜂産品」では、
どんなリスクが
あるのか、
考え、調べ、

リスク評価をしよう。

ミツバチ



農薬使用基準を「守る」とは

2021-2030 A.Fujii© 25

東京都HPより



例えば・・・「飼養管理」で病気を防ぐ

26ミツバチ

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

2021-2030 A.Fujii©

18
飼養衛生
管理基準

46 ・衛生管理計画の立案
・ミツバチの伝染病、害虫の発生を予防、駆除するために、衛生管理の計画
を立案していること。

47
・伝染性疾病の発生予
防とまん延防止

・ミツバチの伝染病について、周辺の養蜂場での発生状況の情報を入手して
いること。
・病害虫が発生しにくいように、巣箱の設置場所の整備等による予防、適期
での内検、観察の実施による早期発見などに努めていること。

48
・法定伝染病、届出伝染
病への対応

・法定伝染病、届出伝染病が発生した場合、直ちに家畜衛生保健所、都道
府県に届出し、その指示に従っていること。
・家畜衛生保健所等からの腐蛆病罹患状況の検査を受け入れていること。
・家畜衛生保健所、都道府県の移動制限命令等に従うこと。

49
・ミツバチの異常を発見
した時の対応手順の明
確化

・内検、観察等により、ミツバチの個体、繁殖、蜂群全体の様子を把握し、異
常がないか確認していること。
・ミツバチの異常の原因となる、病虫害が発生した場合の対応方法を文書
化していること。
・対応手順には動物用医薬品の使用、病巣や害虫及び罹患ミツバチの駆
除、物理的な駆除方法の導入、女王蜂交代、巣箱ごとの焼却処分、他の蜂
群からの隔離措置などを含むこと。



2021-2030 A.Fujii© 27

「飼養管理」の考え方

ミツバチ

⓪ 「予防」「対応」計画を立てる。
① 「伝染病」を発生させない。
② 「伝染病」を蔓延させない。
③ 発生したら義務を果たす。
④ 教訓として活かす。

計画 →予防 →対応 →記録 →改善
予防が第一だが、事故を完全に防ぐことは困難。
だから事故に対応し、記録し、次に活かす。



「飼養管理」の技術情報・・・活用しよう

2021-2030 A.Fujii© 28

日本養蜂協会HPより

ミツバチ



例えば・・・「生産工程の管理」では？

29ミツバチ

33
食品安全のリ
スク評価

90
・各工程における汚染、
異物混入等のリスクの抽
出と評価の実施

・生産工程ごとに、食品の安全に関して脅威となる物質や安全でなくなる状
態をリスクとして抽出していること。
・抽出した食品安全に関するリスクを、発生する可能性と発生した場合の被
害の大きさにより、リスクが高いか、低いか、評価していること。

91
・使用機械、器具、資材
等のリスクの抽出

・生産工程にて使用する機械、器具、資材からの汚染、異物混入等、食品
安全に悪影響を与える可能性がないか、リスクを評価していること。

34
特有のリスクへ

の対応
92

・養蜂産品に特有のリス
ク（アレルゲン／残留抗
生物質、ボツリヌス菌）の
抽出

・養蜂産品ごとに、特有のリスクとして蜜源のアレルゲン、使用する動物用医
薬品、ボツリヌス菌、カビ毒を評価していること。

35
リスク低減対
策の実施

93
・リスク評価の結果に基
づく必要な低減対策の
ルール化

・リスクを評価した結果を活用し、リスクを低減するための対策をルールとし
て定めていること。

94
・リスク低減のためのルー
ルの確実な実施

・特有のリスクを含み、リスクを低減するためのルールを実施していること。

95
・リスク低減活動の記録
の保管

・特有のリスクを含み、リスクが高いと評価した事象について、リスクを低減す
るためのルールを実施したことを示す記録を作成し、保持していること。

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

2021-2030 A.Fujii©



「はちみつ」由来のボツリヌス症・・・ゼロではない

30

他人事ではない件数 被害、損害は甚大

ミツバチ2021-2030 A.Fujii©



事例 ２

31

想像力が大切・・・こんな現場だと何が起こる？

2021-2031 A.Fujii© ミツバチ

見た目はキレイ
でも・・・大腸菌

用途は限定
目的外使用

異物混入の
リスクはないか



「衛生管理」の技術情報は・・・

2021-2030 A.Fujii© 32

日本養蜂協会HPより

ミツバチ



例えば・・・「商品の管理」では？

33ミツバチ

48 表示の管理
123・出荷先への伝達事項

・取引先、出荷先に対し、主要蜜源、採蜜日、内容量、糖度、その他品質に
関する事項等、伝達すべき情報を明確にしていること。
・伝達すべき情報を確実に伝達する仕組みを構築し、実施していること。
・養蜂産品に必要な表示、伝達事項に漏れがないか確認していること。
・養蜂産品の表示関連のルールを遵守するために、作業者に注意すべき事
項を周知していること。

124
・監督官庁／関連団体
への確認

・養蜂産品の表示、伝達事項について、優良誤認等に当らないか、監督官
庁や都道府県の監督部署に確認していること。

51
トレーサビリティ

の確保

129
・出荷する養蜂産品から
インプットの遡及可能性
の確保

・出荷する養蜂産品から、製造や収穫の記録をたどることができ、どの巣箱
の設置場所、巣箱のもので、どの蜜源を中心に収穫されたものか確認できる
こと。
・収穫の記録から、与えた飼料、使用した動物用医薬品等が把握できること。

130
・蜜源／収穫から出荷す
る養蜂産品への追跡可
能性の確保

・想定している蜜源、飼養している巣箱、巣箱の設置場所から得られた養蜂
産品が、いつ、どこに出荷されたか確認できること。
・収穫の記録から、出荷日、出荷先、もしくは保管場所、保管数量が把握で
きること。

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

2021-2030 A.Fujii©



事例 ３

2021-2030 A.Fujii© 34

「良い品質」とは何か、どう維持するか・・・考える

ミツバチ



表示違反・・・も重要：「特色のある原材料」など・・・

2021-2030 A.Fujii© 35

東京都「大切です！食品表示｝より

ブランド、商品名にも規約、制約

地理的表示（＝GI）の
ルール／特徴的栽培／

農法の表示などもルールを遵守

ハチミツでは・・・

「天然」「自然」の表示は・・・

「原産地」の表示は・・・

「無添加」「非加熱」の表示は・・・

ミツバチ



原因調査に役立つ「遡及」と回収のための「追跡」

2021-2030 A.Fujii© 36

食品がどこから来て、どこへ行ったのかが分かるようにする仕組み

汚染や間違いの原因特定のために遡る → 遡及
原因から商品の行き先を割り出す → 追跡

「トレーサビリティ」はなぜ必要か・・・

「事後対応」で「トレース」し、
他の消費者の危害を未然に防ぐため

生産者にとっては、
「自己を守る」道具。

「アリバイ」＝「空白」
を証明するために。

原因を明らかにし、
再発防止のため。

回収範囲を明確に。
被害を軽くするため。



例えば・・・「環境保全」では？

37ミツバチ

73
周辺環境への

配慮

192
・ミツバチの糞公害対策
の実施

・ミツバチによる糞害が生じないように、巣箱の設置場所に注意している。
・糞害が発生する可能性が指摘された場合、巣箱の出入り口の向きを変え
る、飛行高度を変更する措置を講じる、巣箱の設置場所を変更する等の対
策を実施していること。

193
・周辺環境への配慮及
び、住民への周知と理
解の促進

・養蜂場及び巣箱の設置場所の周辺住民に対し、養蜂場の活動を説明し
ていること。
・養蜂場及び巣箱の設置場所の地域の取決め、行事等を通じて、トラブル
を回避し、理解を得る活動を行っていること。
・養蜂場、養蜂産品取扱施設から排出される廃水は、周辺の汚染、悪臭源
とならないように処分されていること。

194
・周辺住民への事故防
止対策の実施

・養蜂場及び巣箱の設置場所の周辺住民に蜂に刺される事故が生じないよ
うに、養蜂場及び巣箱の設置場所への警告表示、周知徹底を行っているこ
と。

74
生物多様性へ

の配慮

195・希少動植物の把握
・養蜂場及び巣箱の設置場所周辺に生息する希少な動植物について、把
握していること。
・希少な動植物につい増減を把握し、保護活動を行っていること。

196
・鳥獣被害対策での生
物多様性への配慮

・養蜂場及び巣箱の設置場所で鳥獣を駆除する対策を講じる際には、希少
な動植物に影響がない方法で行っていること。
・駆除用の器具や罠等について、適切に片づけていること。

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

2021-2030 A.Fujii©



周囲とのトラブル・・・「良くない養蜂」では？

2021-2030 A.Fujii© 38

その他には・・・思い当たることを書いてみよう

トラックによる深夜の運送・・・

害獣を呼び寄せる・・・

待受け巣箱の設置場所・・・

①

③

②

ミツバチ



事例 ４

2021-2030 A.Fujii© 39

「環境」を＝周辺の／ご近所の住民と捉えて

ミツバチ

適正使用も
環境配慮

近所の人の安寧な
生活を守るために・・・

周囲は？

こんなことを
続けると・・・？

トラブルは？



難しい・・・廃棄物の分類

40

物
有価物 廃棄物一般廃棄物 産業廃棄物

特別管理一般廃棄物

燃えやすい廃油、強酸・強ア
ルカリ、感染性廃棄物、有害

物を含む

特別管理産業廃棄物

ＰＣＢ部品、ばいじん、感染
性廃棄物、排水銀

生活ごみ 事業系
一般廃棄物

市町村が回
収・処分

事業者が回収・処分
出来なければ、許可業者に委託

日本能率協会
山村審査員資料より

動物の身体
糞尿は・・・
どうする？

まず、廃棄物を
リストアップ

どの分類に
該当するか調べる

処分方法を決定し、
保管場所を確保

2021-2030 A.Fujii©



Global G.A.P.

EUREP GAP

GAPの環境保全対象：負荷軽減→増進へ

GAP（Good Agricultural Practice）：
・ 1970年代にFAOが提唱した「適正な農薬使用の規範」が元になっている。
・ IPM（Integrated Pest Management）と農薬による環境汚染防止が柱である。
・ 各国、各種団体により改定が行われて発展、運用されている。
・ 現在のGAPの基礎は、1997年に開発した規格（当初はEUREP GAP）。
・ 農畜産物を受入れる際に、

① 適切な衛生管理や汚染防止手段が講じられている
② 不適合品が排除されている
③ 環境破壊が低減されている
④ フェアトレード等が実践されている
農場のものか確認する手段として開発

・ 国際的にはEUREP GAPを拡大、発展させたGlobal G.A.P.が主流。
・ 環境保全の項目は重要課題と位置づけられている。

・ 国内の（小売、JA系）GAPでは、「環境保全」項目が不足しているものが多い。
・ （エコファーマー、特栽等）他の取組みとあわせて運用されることが期待されている。

・ 農水省GAPガイドライン、JGAP、日生協GAPでは
土壌流亡の防止 IPMの実践 過剰施肥の防止 適切な資材保管 適切な廃棄物処理
有機物施用 生息する動植物の把握 効率的エネルギー使用 農薬の飛散防止等
を要求

・ 生物多様性の維持増進／薬剤耐性菌等への取組みは、今後重要性を増す。

41

適性な農薬
使用の規範

CO2排出量は？

管理されていない
環境汚染物質は？

2021-2030 A.Fujii©



例えば・・・「労働安全」では？

42ミツバチ

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？

64
労働安全のリ
スク評価

167
・労働安全衛生のリスク
の抽出と評価の実施

・養蜂場の立地、生産工程、飼養時期等における労働安全衛生に関して脅
威となる危険な場所・箇所／危険な作業／危険な環境／機械類／危険な
生物をリスクとして抽出していること。
・労働安全衛生のリスク評価には、巣箱の設置場所、暑熱環境下での作業、
（蜂群の捕獲を含めた）高所作業、草刈機の使用、単独（一人）作業、夜間
作業、長距離の移送作業を必ず含んでいること。
・抽出した労働安全衛生に関するリスクを、発生する可能性と発生した場合
の被害の大きさにより、リスクが高いか、低いか、評価していること。
・作業者の健康状態としてアナフィラキシーを含み、評価されていること。

168
・養蜂場内のヒヤリハット
の活用によるリスク評価
の見直し

・養蜂場で発生した労働安全衛生に関するヒヤリハットの情報を記録し、収
集していること。
・少なくとも年1回以上、入手した最新情報、養蜂場のヒヤリハットを活用し、
労働安全衛生に関するリスク評価を見直していること。

65 事故防止

169
・リスク評価に基づくリス
ク低減対策のルール化

・リスクを評価した結果を活用し、リスクを低減するための対策をルールとし
て定めていること。

170
・危険な作業に必要な
装備、器具等の確保

・労働安全衛生のリスク評価に基づき、安全を確保するために必要な装備、
器具等を確保していること。

171
・必要な装備、器具等の
確実な装着

・安全を確保するために必要な装備、器具を正しく装着して作業しいること。
・山間部に入る際には、長袖、長ズボン、袖口、裾、襟元がしまった服装を
装着すること。

172 ・高齢者、未熟者の回避
・リスクが高いと評価された場所、作業、環境、機械等については、高齢者、
未熟者を従事させないこと。
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事例 ５
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何気ない風景・・・何が起こる？と想像する

ミツバチ

場所

作業

機械
資材

環境

生物

危険な



産業別・死亡者の推移（1971年＝100）

他産業労災

交通事故

農作業事故

15.7%

109.3%

29.90%

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

1971 86 2001 10

％

年

産業別・死亡者の推移
('71年を100として)

他産業労災 交通事故 建設業 農作業事故

建設業

21.5%
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事例 ６

草刈作業中にマルチ（雑草予防・土地乾燥予防シート）が絡まり、
エンジンを止めずに手で除去しようとして受傷。

45

出典：富山県厚生連・大浦栄次先生・提供資料より

その事故は、どうして防げなかったか？
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事例 ７

46

こんな事故を防ぐために・・・何をすべきか

2021-2030 A.Fujii©

どれほどの負傷か
重症／重傷度を知る



（農林水産省調べ）

死亡事故
398件

（平成22年）

農業機械
作業中
278件

乗用
トラク
ター

114件

歩行用
トラク
ター
50件

農用運
搬車
46件

自脱型
コンバイン

15件

動力
防除機

8件

刈払
機
7件

その
他
38
件

施設
作業中
14件

機械・施設
以外の作業中

106件

農作業死亡事故原因別の割合（H22/H27/28/R1）

「農業」だけ
とんでもないことに。

件数は減少・・農家
人口も減少している。

傾向として、
大きな変化はない。

昨年、○○県で・・・
何件の死亡事故が
発生しましたか？

47

産地の情報を
把握してる？
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危険な操作・・・ヒヤッとしませんか？

2021-2030 A.Fujii© 48

ビデオを見て「ヒヤッと」した場面はどれ、どこ、どんな状態ですか？
あなたが、やってしまったこと／見たことがあるのは、どれですか？
これからも、そのやり方を続けますか？続けることを認めますか？

48

WS ２

こんなことを
続けると・・・

何が起こる？

何が危ない？

ルールは？

未然防止は？

被害程度は？

危害要因は？

事後対応は？

チェックは？

法律制度は？

事故原因は？

許可・届出？

どうすれば・・・防げる？

使い方や装備は適切か？
危ないことは何か？



刈払機・その１ 出典：農研機構（農業・食品産業技術総合研究機構）

49

ゴミが飛ぶ

2021-2031 A.Fujii©



刈払機・その２

50

キックバック

出典：農研機構（農業・食品産業技術総合研究機構）
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例えば・・・刈払機事故の未然防止

不安定な姿勢
(41.6%)

事故様態分析では

周辺環境
(20.5%)

回転
(16.8%)

他人(8.7%)

第１に

① 常に、安定な姿勢を保つ
② スパイクつきの「安全靴」
③ 急斜面では、階段を設置
④ 危ないところは、手刈りで

第２に
① 石や空き缶、ゴミの除去
② つたや木の枝などの除去

第３に

第４に 他人は近づけるな

（事故防止／被害軽減）安全マニュアルは

「事故が起こる理由」を
分析すること

「事故発生リスク」が高
いものに対策を

防護措置、防護装備の徹底

512021-2030 A.Fujii©

リスク／リスクのある状態



手押し耕運機・その１

52

ダッシング

出典：農研機構（農業・食品産業技術総合研究機構）
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手押し耕運機・その２

53

バック挟圧

出典：農研機構（農業・食品産業技術総合研究機構）

2021-2031 A.Fujii©



例えば・・・歩行型耕耘機事故の未然防止

54

富山県における事故（2000～2009年)：富山県農村医学研究会

バック・押しつけ
26.2%

巻き込まれ
26.2%

バック
５２．４％

機体
11.9%

軽トラへの
積み降ろし
９．５％

１４．５％

転落
7.1％

転倒
7.4％
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事例 ８
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その場所は・・・危険な足場、設置場所・・・

ミツバチ

ちょっと待って！
その場所は・・・

足場は？
逃げ場は？
落下は？
回収は？

取り忘れは？



「ヒヤリハット」を活用して「リスク評価」 →低減

ヒヤリハット
300件

事故には至らなかったが・・・

重大事故
1件

軽微な事故
29件

情報の共有

手順の改善

ヒヤリハットを
ひとつでも減らす≒
底面が小さくなる≒
重大事故 → 減少

不安全な環境

状況の改善

必要な教育／訓練

資格の付与

「労働安全衛生」は、事業の継続のために必須の管理項目である。
「労働安全衛生」を軽視すると、作業者のモチベーションも低下する。
予防可能な不安全行動／不安全状態は、全体の98％を占める。

2021-2030 A.Fujii© 56

養蜂含む「農業」
では、もっと重傷
化率が高い・・・

「ハインリッヒの法則」
労働災害は指数関数的な分布を取る

「危険な作業」「危険な機械」
について動画も多数あるので

参照して活用する
「農作業事故 動画」で検索

私の農場では・・・
「せーのっ」の掛け声で事故・・・
教訓に「タイミング」を統一

ミツバチ



面倒くさい・・・大げさ・・・だけど、誰のため？

57

教育訓練は？

装備は？

資格は？

使い方は？

事後対応は？

2021-2031 A.Fujii©



事故後の対応は・・・準備はできているか？

582021-2030 A.Fujii©

ミツバチに刺された

スズメバチに刺された

ショック症状が！！

何ができる？

何をする？

ヤバい！
事故発生

どうしよう
そのまま
では悪化

備えあれば
憂いなし。

応急処置や
手当の道具



「労災保険」に加入を！加入率・・・高くない

2021-2030 A.Fujii© 59

それでも事故は
起こるから・・・

農業は「労基法」
の対象外・・・
は大きな間違い

従業員がケガ
→雇用主の責任

労働者災害補償保険法

特定農作業従事者

指定農業機械
作業従事者

労災保険 ＝ 労働者災害補償保険法

例：年に1週間だけのお手伝いさん・・・

農業機械に右腕を巻き込まれ・・・

治療費、休業補償、後遺障害・・・誰が補償？



例えば・・・「労務管理」では？

60ミツバチ

55
労働力の適切

な確保

140・労働基準法の遵守
・経営者は、労働基準法等の法規制を理解し、遵守していることを説明でき
ること。
・研修として受け入れる場合であっても、労働者として適正に扱うこと。

141・労働者の名簿の管理
・同居の家族以外の作業者がいる場合、労働基準法に求められる名簿を作
成していること。
・労働者の名簿は、必要な都度、更新、管理されていること。

142・個人情報保護の徹底 ・労働者の名簿は、個人情報保護の観点で管理されていること。

56
労働条件の提
示と遵守

143
・労働条件の通知と承
認

・労働者に、労働条件を通知していること。

・労働者が、労働条件を承認していること。

144
・不当な労働／差別／
賃金格差の禁止

・経営者は、作業者に対する不当な労働の強要、差別、賃金格差をしてい
ないことを説明できること。

145
・ハラスメント等が生じな
い管理

・経営者は、作業者に対してハラスメントを生じないように、養蜂場内を管理
していることを説明できること。
経営者は、養蜂場内でハラスメントが発生した場合に備え、被害を訴えるこ
とができる仕組みを整えていること。

それぞれの「適合基準」はなぜ必要？ ／ 理由を挙げてみましょう。 「×」だと、どんな事故が発生する？
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作業者の人権への配慮

61

日本GAP協会 解説資料より

「気持ちのいい」
職場・作業環境で
事故を減らす

2021-2030 A.Fujii©

「福祉」との連携・
協業も福祉・人権

として大切
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鹿児島黒牛 美由紀牧場 【農業の現状】
・女性が働き手・・・は普通
・女性への配慮は・・・なし
・忍耐力はあるが力は弱い
・機敏さも若干劣る
・調子の悪い時がある
決断が遅い場合がある

女性への配慮が欠落

他産業では「女性活躍社会」はこれから。

農業ではすでに浸透・・・にもかかわらず・・・

女性に配慮されているか？



Section 4

「養蜂GAP」をどう使うか

自分の「養蜂場」に活かす・・・「良い養蜂」とは？

2021-2030 A.Fujii©



圃場の地図（リスク評価の材料）の例

2021-2030 A.Fujii© 64

リスクは
あるか？

リスクは
あるか？

一度に「すべて」を挙げなくてよい。
業界、地域の情報を収集し、

気付いたら追加する、を心掛ける。

食品安全上のリスクは？

環境保全上のリスクは？

労働安全上のリスクは？

リスク評価のために、更
に必要な情報は何か？

不足している情報も、
徐々に追加していく。

隣接地
から／への
ドリフトリスク

養蜂場から
施設への
移動も・・・

静岡県立静岡農業高等学校国吉田農場より

ミツバチ



情報・現場から「良くない」「危ない」を発見する

① 食品安全

・ 異物が混入しそうな・・・

・ 病原性微生物に汚染されそうな・・・

・ 農薬など化学物質に汚染されそうな・・・

・ 品質が劣化、低下しそうな・・・

② 環境保全

・ 農薬／肥料等が汚染源になりそうな・・・

・ 廃棄物、ゴミが汚染源になりそうな・・・

・ 異臭、異音など周辺への迷惑になりそうな・・・

・ 無駄なエネルギーを使っているような・・・

③ 労働安全

・ 怪我をしそうな危険な場所、箇所、危険な作業は・・・

・ 病気になりそうな危険な作業、行為は・・・

・ 高齢者、未熟者では危ない作業は・・・

・ 保護、防護が必要な作業は・・・

「ヒト」「モノ」「場所」
「作業」「条件」「環境」

に目を配る

「モノ」「場所」
「環境」「周辺」
に目を配る

「ヒト」「モノ」「場所」
「条件」「環境」「状態」

「機械」「器具」
に目を配る

不適切を続ける → リスク上昇 → 事故発生

2021-2030 A.Fujii© 65

リスクの高い部分に
限りある資源を投
下する、ため。

「ヒヤリハット」
の放置



養蜂場が守るべき「ルール」

66

作業の役割分担（トラクター操作者／資材の在庫の把握・手配）
／管理責任・指示系統等

地区規約／防除時間／地域美化・清掃活動／取水制限／獣害対策等

使用農薬・肥料の指定／作業時期・内容
／出荷規格／出役義務等

消防法・○○市指定数量・火災予防条例／
〇〇市水質汚濁防止条例等

県環境保護条例／
産業廃棄物処理条例等

養蜂振興法／
農薬取締法・肥料取締法／
道交法／計量法／廃掃法等

品種・知的財産保護
／地球温暖化対策
／内国民待遇等

家訓
家庭の慣習
暗黙の了解

家庭内

地域内の
合意事項
取決め事項

地域
コミュニティ

市町村条例市町村

部会規約
栽培暦

生産部会

県条例等都道府県

法律・政令等国

国際条約等世界

「良い養蜂場」にはルール
（モラル、マナー）の順守が必要

行政機関の
支援分野

文書化
ルール化
遵守記録

文書化
ルール化
遵守記録

意外と
知らない・・・

気付いて
ない・・・

資材の
過剰使用廃棄物の

処理処分

環境保全

要資格
作業

燃料タンク
の防油堤運搬時の

過積載

農作業安全
法律制度を伝える／

調べるためにもGAPは有効

2021-2030 A.Fujii©

SDGｓ

ミツバチ



被害が甚大な「監視伝染病」（家畜伝染病予防法）

67

農林水産省HOより

伝染性疾病の種類 家畜の種類
牛疫 牛、めん羊、山羊、豚、水牛、鹿、いのしし
牛肺疫 牛、水牛、鹿
口蹄疫 牛、めん羊、山羊、豚、水牛、鹿、いのしし
流行性脳炎 牛、馬、めん羊、山羊、豚、水牛、鹿、いのしし
狂犬病 牛、馬、めん羊、山羊、豚、水牛、鹿、いのしし
水胞性口炎 牛、馬、豚、水牛、鹿、いのしし
リフトバレー熱 牛、めん羊、山羊、水牛、鹿
炭疽 牛、馬、めん羊、山羊、豚、水牛、鹿、いのしし
出血性敗血症 牛、めん羊、山羊、豚、水牛、鹿、いのしし
ブルセラ病 牛、めん羊、山羊、豚、水牛、鹿、いのしし
結核病 牛、山羊、水牛、鹿
ヨーネ病 牛、めん羊、山羊、水牛、鹿

ピロプラズマ病（注） 牛、馬、水牛、鹿

アナプラズマ病（注） 牛、水牛、鹿
伝達性海綿状脳症 牛、めん羊、山羊、水牛、鹿
鼻疽 馬
馬伝染性貧血 馬
アフリカ馬疫 馬
小反芻獣疫 めん羊、山羊、鹿
豚コレラ 豚、いのしし
アフリカ豚コレラ 豚、いのしし
豚水胞病 豚、いのしし
家きんコレラ 鶏、あひる、うずら、七面鳥
高病原性鳥インフルエンザ 鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥
低病原性鳥インフルエンザ 鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥

ニューカッスル病（注） 鶏、あひる、うずら、七面鳥

家きんサルモネラ感染症（注） 鶏、あひる、うずら、七面鳥

腐蛆病 蜜蜂

（注） 病原性の高い種類について、農林水産省の指定あり

ミツバチ2021-2030 A.Fujii©



68

世界の動物衛生の向上を目的とする政府間機関である国際獣疫事務局
（OIE）The World Organization for Animal Health

OIEのアニマル・ウェルフェアの規範

動物福祉の概念

ミツバチ

「養蜂GAP」では、
「ミツバチの快適な環境の確保」
として基準を設定。

十分な蜜源の確保
飼料の提供、給餌

病虫害の防除
翅切の方法

外敵の回避、防除
移動等ストレス軽減

温度の維持、管理
騒音、振動の回避

蜂群の生活ペース
巣箱の設置場所
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事例 ９

69

どんな養蜂場が「良い養蜂場」ですか？

2021-2031 A.Fujii© ミツバチ



例えば・・・「ミツバチの快適な環境の確保」は？

70

どんな工夫ができる？ どんな状態なら「〇」？ 今後はどうする？

ミツバチ

28
ミツバチの快
適な環境での

飼養

76・暑さ寒さ対策

・飼養しているミツバチが好む温度環境を提供する計画を説明できること。
・蜂群を維持するため、巣箱の設置場所に日陰を用意する、巣箱の温度が
上昇しすぎないように草生を確保するなど、自ら管理する蜂群に適した暑さ
対策を講じていること。
・蜂群を維持するため、越冬地を確保する、防寒対策など、自ら管理する
蜂群に適した寒さ対策を講じていること。

77
・外敵対策の計画と実
施

・外敵から蜂群をどの様に守るのか、説明できること。
・外敵からの予防措置、防護対策等を講じていること。

29
蜜源植物の保
護・増殖

78・十分な栄養源の確保
・飼養している蜂群に見合った蜜源、タンパク質源を確保していること。
・飼養しているミツバチが、自由に蜜源、タンパク質源にアクセスできるように
していること。

79・蜜源の保全 ・蜜源となる植物を保全する活動を行っていること。

80
・蜜源となる植物の増殖
の促進

・養蜂場の関連する地域に蜜源となる植物を増殖、補植していること。
・養蜂場の関連する地域の蜜源となる植物の増減を把握していること。

「×」だと、どんな事故が発生する？

2021-2030 A.Fujii©



事例 １０

71

どんな取組みなら「自信を持って」見せられる？

2021-2031 A.Fujii© ミツバチ



GAP＝Good Agricultural Practices だから・・・

これまでは、事故があってから・・・「後の祭り」
これからは、「工程管理」で「未然防止」
＋「事後対応」で「安心感」を追加

「持続可能な」条件は・・・
食品安全／環境保全／農作業の

事故が無い、人権・福祉の充実した・・・

頂上目指して・・・

闇雲でも・・・

「地図」「道標」があると

道に迷わず、効率的に目標へ

道筋は適切か？

目標に近づいているか？

GAP
＝
道具
地図
道標

目標
目指している
「良い養蜂場」

≒
「持続可能な養蜂場」

「食品安全」だけではない、土台の広さ、大きさが必要

＋「環境保全」「労働安全衛生」「コンプライアンス」（人権/労務）「顧客要求」等

チェック項目多い
＝時間がかかる
＝道に迷いにくい

チェック項目少ない
＝時間は短い
＝道に迷い易い

効率よく
効果的に

Global 
G.A.P.

ASIA
GAP

JGAP

自治体
GAP

ガイド
ライン

GAP
＝

training
step
check

流通
GAP

「良い養蜂場」
が目標

2021-2030 A.Fujii© 72ミツバチ

まだ
「養蜂GAP」は
無いけれど・・・



Section 5

「物差し」としての活用方法

自主管理／二者監査・・・第三者認証

2021-2030 A.Fujii©



規範（Practice）と基準（Standard）は、かなり違う

Rule＝規則
一定の約束に収まること

Practice＝規範
目標に向かって活動

Standard＝基準
基礎となるラインより「上」

留まったまま…では
現状から進歩なし

自ら「良くしよう」と努力することを「評価」する

「チェックシート」を配られたら・・・
「×」でも、直せばいいんです。

GAP
＝
練習
ドリル

良い養蜂場
の見本

「規準」も
こちら

基準に未達…
では「不合格」

742021-2030 A.Fujii©

「✕」
＝

改善の
機会



だから・・・自主／二者点検を実施の予定

75

生産・加工・流通

自主点検

内部監査

流通業との二者点検

「養蜂GAP」を共通の物差しに
点検（≒監査）による継続的改善

①自己改善の
取組みを基礎に

②他者の目を通じて
継続的改善に取組む

共通の物差し
何が相応しいか？

点検・監査のコスト
誰が負担するか？

監査結果の不統一
どうやって防ぐ？

「養蜂GAP」＝共通の物差し にして
① 事故を減らす ② 対等な立場で共同で品質向上を目指す
③ 自信・確信持てる＝確かな商品を届ける ことを達成する。

忘れないで。
自分で直す。

二者だから
徹底して教育。

養蜂場による自己監査

ミツバチ

課題はまだまだ
あるけれど・・・

取引先による二者監査

第三者による認証制度

2021-2030 A.Fujii©



畜産分野のGAP認証機関

76

＋2020年5月から AFCインターナショナル（東京都）

現在、畜産の認証機関は・・・
公益社団法人中央畜産会／エス・エム・シー株式会社
インターテックサーティフィケーション／SGSジャパン のみ

この先・・・養蜂GAPも認証制度に？

ミツバチ2021-2030 A.Fujii©

http://jlia.lin.gr.jp/
http://jlia.lin.gr.jp/
http://www.swine-smc.co.jp/


「養蜂」の素晴らしさを・・・どう説明すればいい？

2021-2030 A.Fujii© 77

「養蜂」は「生物多様性に貢献」している
ことを、具体的にどう説明する／できるか。

「養蜂」は「環境保全に貢献」している
ことを、具体的にどう説明する／できるか。



⑥ 簡潔に説明、証明したい

GAP＝「道具」だから・・・使い方は多種多様

78

G ood
A gricultural
P ractices

② 養蜂場の目標に
近づけたい

③ 事故を減らしたい

① 良い養蜂業を学びたい

⑤ 新たな市場に挑戦したい

④ 現在の力量を知りたい

① 教科書

② 地図

③ 練習ドリル

④ 物指し

⑤ 装備品

養蜂場の今後・・・
これからどうする？

不満

無駄

諦め

自信

利益

気力

希望

証明

損失

不安

⑥ 解説書

良い養蜂場

①～③＝「GAPする」

④～⑦＝「GAPとる」

⓻ 資格要件⑦ 取引条件をクリアしたい

機会

安定

GAP認証

SDGｓ

2021-2030 A.Fujii©

ここの支援が
今後の課題



Section 6

今後の展開・・・予想

（養蜂含む農業全般に対する）GAP取組みへの期待

2021-2030 A.Fujii©



2021-2030 A.Fujii© 80

農業分野の課題解決・・・「みどりの食料システム戦略」

日本の課題
解決のために

世界の課題
解決のために

温暖化の影響は養蜂業／
ポリネーションにも及んでいる。



（参考）国連の持続可能な開発目標（SDGｓ）

81

国際連合HP より

2021-2031 A.Fujii©

「持続可能」な
開発だけが
投融資の対象

2030年には、
今より住みやすい
地球にしよう。

世界の市場は
農業環境は

どうなる／するか

「地球環境」

「人」

「経済」

「養蜂」事業
自体が
SDGｓと

密接に関連

ミツバチ

17の目標と169のターゲット
「誰も取り残されない」社会の実現

「農業」はSDGｓと
密接に関連



「SDGｓ」と「みどりの食料システム戦略」と「GAP」
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みどりの食料システム戦略＝
国家の戦略目標

GAP推進はその基礎を担う

その第一歩が・・・
「みどりのチェックシート」です。

SDGｓの達成のために
農業分野がなすべきこと。



みどりの食料システム戦略≧みどりのチェックシート

2021-2030 A.Fujii© 83

農業の「SDGｓ」の入り口



「みどりのチェックシート」の取組みが必要に

2021-2030 A.Fujii© 84

「みどりのチェックシート」の実施は
「環境保全型農業直接支払交付金」の要件

内容は、要求は・・・
まるでGAPの簡易版・・・
だからGAP取組み＝
みどりのチェックシート○

こぼさない
劣化させない

失くさない
使い過ぎない

余らせない
使い過ぎない

ゆっくり育てる
無理しない

こぼさない
劣化させない

失くさない
使い過ぎない

ぞれぞれの項目が、何に役立つか
考えて、記入してみよう。

発生させない
無駄にしない

53,55,
56,57,

59,

51

50

58

49

41

42

41

63

64

65

9,23,
39

28

36

余らせない
買わない

余らせない
買わない

失くさない
使い過ぎない

農林水産省「GAPガイドライン」の番号



「環境保全型農業直接支払交付金」の要件

2021-2030 A.Fujii© 85

「GAP取組みチェックシート」
↓

「みどりのチェックシート」
より「環境への配慮」を求めることに。

「みどりのチェックシート」は
「みどりの食料システム戦略」から

農場の実践的な取組みを求める事項を
抜粋したもの。

農業の補助事業は・・・
GAPへの取組みを要件に。



「国際水準GAPガイドライン」とSDGｓの相関関係

2021-2030 A.Fujii© 86

１～６
「人」に焦点

７～１２
「経済」に
焦点

１３～１７
「地球環境」
に焦点

化学農薬削減

化学肥料削減

温室効果ガス
廃棄物削減

農作業安全

最重要課題

みどりの
チェック
シート



「GAP推進方策検討委員会」の開催
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○GAP

△GAP

□GAP

国際水準GAP
ガイドライン

JGAP

GLOBAL
G.A.P.

ASIAGAP自治体GAP他

輸出促進 流通再編 HACCP対応 の促進のため、認証取得を支援



日本の市場・生産者は「GAP」への関心が低い・・・

882021-2030 A.Fujii©



消費者・生活者の「買う理由」の多様化

892021-2030 A.Fujii©



着々と増える「GAPパートナー」

2021-2030 A.Fujii© 90

あの生協も、
あのスーパーも
このメーカーも

GAP推進を後押し。

「社会的責任」
としてSDGｓは必須。

企業価値を
あげるために必須。

食品原料として
「安全であること」
が証明できるGAP
は有難い。



Section 7

結びに

弱点を見つけて、出来ることから取組む

2021-2030 A.Fujii©



すべての養蜂家へ「導入」のススメ

適正農業規範（GAP）（生産工程管理）でできること

・ 「良い養蜂場」≒儲かる／支持される養蜂場へ

・ 儲かる／支持されるために必要なこと：

・ 資源の効率的活用、コスト削減

・ 無駄の排除・経費の削減（効率化、ロス削減）

・ クレームの減少による損失の回避

・ 労働安全を確保し、環境保全を重視＝継続的に営農

・ 安定品質による高評価（高値安定）

誰のため？何のため？

・ 「記録」は何のために、誰のために

・ 「資源の把握」は何のために、誰のために

・ 「衛生管理」は何のために、誰のために

・ 「検品」は何のために、誰のために

・ 「資格取得」「保険」は自らの経営のために

・ 「労働安全」は自身の健康と家族のために

⇒ 「自らの養蜂」のためになることが多い

GAPでできること

GAPでできること

GAPのおまけ
GAPでできること

GAPで取組むこと

GAPで取組むこと

GAPで取組むこと

GAPで取組むこと

GAPでできること

GAPで取組むこと

GAPで取組むこと

2021-2030 A.Fujii© 92

ただし・・・養蜂場に
最良＝Best
特別＝Special
完璧＝Perfect
を求めている、
わけではない。

ミツバチ



プラスチックはどうすれば・・・自分のできることを。
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今日からスタート・・・「守備力強化」

2022年 12月3日
安心農業㈱ 藤井 淳生 作成

94

「メリット無い」「面倒くさい」「出来るかな？」「こんなこと無理じゃない？」

と考えるよりも、、、守備練習は、まずは行動あるのみ。

養蜂場、蜜源、施設、作業を「養蜂GAP」と「照合」「点検」するからスタート！

「GAP取組」は、まず「現場」「現物」から

養蜂場の適切な維持、管理のために

「現場」「現物」の「情報」を収集しよう

「出来ている」「いない」をしっかり把握し

規範を意識して改善、改良、是正しよう

はじめは
「現状の測定」から。

「training」
「練習」する。 危ない

「勉強」すれば必ず
いいことがある！

リスク管理が
できると・・・養蜂場
・産地・養蜂産品の
評価も上がる

評価が上がると
人、資金が集まる
取引が安定する

目標＝「良い養蜂場」だから
少しづつでも近づけよう。
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